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 令和２年余市町議会第２回定例会会議録（第２号） 
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  選挙管理委員会事務局長 
               石 川 智 子 
  （併）監査委員事務局長 
 

 

 〇事務局職員出席者             

  事  務  局  長  杉 本 雅 純 

  主         幹  枝 村   潤 

  書         記  小 林 宥 斗 

 

 〇議 事 日 程             

  第 １ 一般質問             

                              

開 議 午前１０時００分 

〇議長（中井寿夫君） ただいまから令和２年余市

町議会第２回定例会を再開いたします。 

 ただいまの出席議員は17名です。 

 よって、定足数に達しましたので、会議は成立い

たしました。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

                              

〇議長（中井寿夫君） 日程第１、昨日に引き続き

一般質問を行います。 

 順次発言を許します。 

 発言順位４番、議席番号９番、寺田議員の発言を

許します。 

〇９番（寺田 進君） 令和２年第２回定例会に当

たり、さきに通告しております避難所の感染防止対

策について質問を申し上げます。 

 新型コロナウイルスの新規感染者は全国民の努

力と協力によって減少傾向に転じ、緊急事態宣言が

解除され、事態は着実に終息に向かっております。

しかしながら、暮らしや経済に対する影響は深刻を

極めております。また、治療薬の開発や検査体制の

拡充も含め、医療提供体制の整備が不十分なままで

の宣言解除に不安の声が多く聞かれております。あ

らゆる手だてを講じて迅速な支援を実現するとと

もに、新たな課題や不安に直接応える追加の対策が

求められております。今後は新たな日常の確立に向

け再流行の防止に万全を期しながら社会経済活動

の段階的な引上げを目指し、あらゆる組織がコロナ

の教訓を踏まえた改革に挑んでいかなければなり

ません。これには長期戦になることも覚悟し、必要

な対策を適時適切に講ずることができるよう万全

の備えを用意しておくことが重要です。新型コロナ

ウイルスによる感染拡大が不安視される状況下に

おいても、災害はいつ起きるか分かりません。災害

発生時に町民が安心、安全に避難行動ができるよう

どのように検討されているのかお伺いします。 

 １、避難所の開設に当たっては３密を防ぐ、隔離

部屋を確保する等、今まで以上の避難所が必要かと

思われますが、現在の状況及び今後の計画をお伺い

します。 

 ２、感染症対策のためマスク、消毒液等の新たな

物資が必要となりますが、どこにどの程度いつまで

備蓄されるのかお伺いします。 

 ３、現在配布されている防災ガイドマップを含め

様々な情報が変わってきております。避難者が自ら

持参していただく物品などの周知は、町民にいつど

のようにされるのかお伺いします。 

 以上、３点についてご答弁よろしくお願いしま

す。 

〇町長（齊藤啓輔君） ９番、寺田議員の避難所の

感染防止対策についてのご質問に答弁申し上げま

す。 

 １点目の避難所の開設についてのご質問ですが、

災害発生時、避難所においてソーシャルディスタン

スを確保するなど３密防止に向け新型コロナウイ

ルス感染症拡大防止対策を講じる場合には、より広

い避難スペースの確保が必要となりますので、学校

などの避難所におきましては体育館のほか余裕教

室などの活用について検討するとともに、指定避難

所運営マニュアル新型コロナウイルス感染症対策

編の策定に向け、現在準備を進めているところであ

ります。 

 ２点目の感染防止用マスクなどの備蓄状況につ
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いてのご質問ですが、感染予防用マスクは10万枚、

アルコール消毒液は1,000本程度の購入準備を進め

ておりますが、購入時期につきましては市場の状況

等を注視するとともに、速やかに購入できるように

進めてまいります。 

 ３点目の避難者が持参する物品等の周知につい

てのご質問ですが、現在余市町公式ホームページに

おいて新型コロナウイルス感染症が終息しない中

での複合災害発生時における避難行動と避難時に

おいて持参していただきたいものなどについて、消

防庁が策定した知っておくべき５つのポイントを

掲載し、お知らせしておりますが、今後は「広報よ

いち」７月号への掲載をはじめ、６月１日に開設い

たしました余市町公式ラインなどを活用し、周知し

てまいります。 

〇９番（寺田 進君） 避難所の件について再度お

伺いします。 

 お伺いしておりますと、避難所の増設等はまだ検

討はされていないそうですが、現在の件数のまま

で、恐らく今までの収容人数から半減以下の数にな

ると思われますが、災害の度合い等にもよると思わ

れますが、収容人数等については不安はないかどう

かお伺いします。 

〇町長（齊藤啓輔君） ９番、寺田議員の質問に答

弁させていただきたいと思います。 

 昨日も同様の議論をさせていただきましたけれ

ども、避難所につきましては災害の状況に応じまし

て、親戚の家に避難するですとか、または自宅で避

難する、または北海道と旅館ホテル組合が連携して

おりますとおり、そういう施設を活用するなどして

確保していくという方針でございます。 

〇９番（寺田 進君） 続きまして、備蓄品等につ

いてお伺いします。 

 現在も当然備蓄されておりますし、新しくまた増

やされていくと思いますけれども、この備蓄品等の

管理、特に食料品等の消費期限等の管理はどのよう

になされているのかお伺いいたします。 

〇町長（齊藤啓輔君） 備蓄品の管理及び賞味期限

の話でございますが、担当課におきましてきちんと

備蓄率及び賞味期限の管理等も行っているという

ような状況です。 

〇９番（寺田 進君） 余市町は、行政情報の発信

方法でラインの公式アカウントを開設しての情報

提供を発信されました。15日に町内での不審者出没

の連絡が発信され、迅速な情報提供を多くの方々に

発信され、すばらしいことだと思います。しかしな

がら、ラインが利用できない方も多数いらっしゃる

と思われますので、書面での告知が必要かと思われ

ますが、ご検討のほうはどういうふうになっている

のかお伺いします。 

〇町長（齊藤啓輔君） ９番、寺田議員からの再度

の質問に答弁させていただきたいと思います。 

 もちろん従前から言われておりますとおり、電子

的な情報提供に加えて、必要に応じて書面、ブラッ

クアウトが起こったときも両方組み合わせて行い

ましたが、必要に応じて両方用いるということは検

討しております。 

〇９番（寺田 進君） 緊急事態宣言を出し、罰則

のない要請によってパンデミックの終息を図る日

本の対応は、世界でも評価されております。日本人

のすばらしい気質に培われた住民の主体的、献身的

な協力によっての結果であると思われます。この方

法を成功させるには行政が住民に十分な情報をい

ち早く提供し、行政、住民、お互いの信頼関係を醸

成することが不可欠であります。地域住民への早急

な周知をお願い申し上げまして、質問を終わりま

す。答弁あれば。 

〇町長（齊藤啓輔君） ９番、寺田議員の質問に答

弁させていただきたいと思います。 

 今後とも情報提供迅速化に向けて引き続き取り

組んでまいりたいと思いますので、よろしくお願い

いたします。 

〇議長（中井寿夫君） 寺田議員の発言が終わりま

した。 
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 次に、発言順位５番、議席番号10番、彫谷議員の

発言を許します。 

〇10番（彫谷吉英君） 第２回定例会において、道

の駅について質問いたします。よろしくお願いしま

す。 

 私は、これから計画する道の駅が余市町及びその

近郊の将来に大きな影響があるものと思いますの

で、前回に続けて質問いたします。また、多くの町

民からいろいろな意見が寄せられていますので、町

長の具体的な、また誠意ある答弁をお願いします。 

 前回の答弁では、建設場所、建設時期、施設内容

等どれに対してもコンサルに依頼して、調査中との

答えでありましたが、その後調査結果資料ができ

て、町長はどう考えたのか伺います。 

 さて、道の駅は単に物販販売のみを目的にするも

のではなく、余市町及び関係町村の経済効果をはじ

め観光、文化、教育の発信や各地から安らぎを求め

てくる人たちに応える大きな枠で捉えるべきだと

考えます。 

 ちまたでは高速道路の近いところだろうという

うわさが流れていますが、その地域に造ると高速道

路で下りて、買物をして、買物が終わったらよその

町へ移動してしまうおそれがあるので、町の中への

経済効果が薄れることが心配であるとの声もあり

ます。そこで、旧協会病院跡地が浮上してきます。

名店街、銀座商店街に近く、将来の発展にもつなが

ります。 

 また、余市町の特色ある産物が少なく、仁木町も

高規格道路の降り口に計画しているとのうわさも

あります。そこで、前回も提案した古平、積丹、仁

木などと連携した、つまり広域行政道の駅を提案

し、高速道路を下りて、余市町内や近郊町村で観光

し、仁木町を通り、高規格道路に入るコースなどの

メニューを幅広く考えられる道の駅との声も聞か

れます。 

 また、町外からの声としては、余市町は自然環境

がすばらしいので、どこにもでもあるような物産販

売館的なものではなく、余市町の特徴を生かした道

の駅として海を強調したり、山や農村を強調し、体

験学習型、特に子供たちがいろいろ学べる施設、空

間を備えた道の駅を造ってほしいとする声も聞か

れます。 

 また、前回提案した防災施設の併設については町

民の関心は高く、具体的な内容の提案も届いてきて

います。また、全国的に併設した例も幾つかありま

すので、後志管内で先駆けとなるよう取り組むこと

などの町民の声があります。 

 これまで余市町の大規模事業はコンサル任せで、

町民の意見を述べる場を設けず、反映されなかった

ことが大失敗の原因と考えております。また、自治

体職員は専門知識が豊富と考えますが、発想、提案

が意外と乏しく、企画専門業者に依頼してきまし

た。結果は、町民不在の事業推進となり、失敗を繰

り返してきたと言っても過言ではありません。町民

の中には多種多様な発想を持っている方がたくさ

んおられるので、コンサルだけでなく、いろいろな

町民の提案を反映させ、まちづくり全体の構想の中

で惜しみなく時間をかけ、議論を尽くすべきと考え

るが、答弁をお願いします。 

〇町長（齊藤啓輔君） 10番、彫谷議員の道の駅に

関するご質問に答弁いたします。 

 １点目の調査結果資料に対してどう考えたのか

との質問ですが、令和元年度に実施いたしました道

の駅再編整備に関する調査業務におきまして、大き

く３点の調査結果が導き出されております。まず、

１つ目として道の駅の整備適地としては後志自動

車道余市インターチェンジ出入口付近の優位性が

高いということ、２つ目として整備手法については

官民連携による整備、特に公共施設等の設計、建設、

維持管理及び運営に民間の資金とノウハウを活用

し、公共サービスの提供を民間主導で行うことで効

率的かつ効果的な公共サービスの提供を図るとい

う考え方、いわゆるＰＦＩ方式の優位性が高いとい

うこと、さらに３つ目といたしましては道の駅の整
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備には効果的かつ効率的な施設整備及び運営ノウ

ハウが不可欠であることから、事業の計画策定段階

から民間事業者の提案を受けることのできる民間

提案制度の活用を検討すべきとの結論が導き出さ

れております。今後におきましては、この調査結果

を踏まえ、次の段階に向けさらなる検討を進めてま

いりたいと存じます。 

 次に、町民の提案を反映させ、惜しみなく時間を

かけて議論を尽くすべきではないかとのご質問で

ございますが、第２駐車場が本年４月１日より使用

できなくなり、駐車機能の60％以上を失った既存の

道の駅の現状を考えますと、移転を前提とした道の

駅の再編整備は喫緊の課題であると認識しており

ます。しかしながら、道の駅再編整備は町民をはじ

め関係者の方々の関心が高い事業であることはご

指摘のとおりであり、事業内容及び事業手法の妥当

性が十分に確保されるよう必要な合意形成手続を

経た上で、スピード感を持ってこの事業を進めてま

いりたいと考えております。また、新たな道の駅に

配置する機能や運営の在り方につきましては、先ほ

ど申し上げたとおり、民間提案制度により民間事業

者の創意工夫を生かした効率的かつ効果的な提案

を受けてまいりたいと考えております。 

〇10番（彫谷吉英君） 町長がコンサルティングに

頼んだり、道の駅に関して並ならぬ気持ちで取り組

んでいることがよく分かりました。これまで余市町

の大規模事業はことごとく失敗したと言っても過

言ではないといいます。その代表例として、宇宙記

念館とそれに付随する道の駅であると言いました

が、実は過去に余市町の一大プロジェクトが成功し

た例があります。それは、今我々が利用している上

水道が北海道の先駆けであったこと、余市川の蛇行

を切り替えて造った運動公園です。昭和29年頃、当

時の民間出身の坂本町長が戦後復興の余市町まち

づくり総合計画に取り組んだときです。余市町に必

要なものは上水道施設事業と失業対策を兼ねた運

動公園造成事業だとして、自分の政策をニッカウヰ

スキーの社長で商工会議所の会頭だった竹鶴政孝

に理解してもらい、期成会の会長になってもらい、

事業の必要性を町議会や町内会に説明し、期成会で

議論を積み重ね、長い年月をかけて完成しました。

今上水道はあって当たり前、運動公園は昔からあっ

たように使われておりますが、これが新しいまちづ

くりを進めるに当たって、行政の基本だと思いま

す。したがって、新しい道の駅構想は単に物販だけ

でなく、防災、文化、教育含めた余市町の未来づく

り、まちづくり計画にあると考えます。そういうこ

とに関して、町長はどういうふうに考えています

か。よろしくお願いします。 

〇町長（齊藤啓輔君） 10番、彫谷議員の質問に答

弁させていただきたいと思います。 

 常任委員会でも資料を渡させていただいており

ますが、道の駅に関しましては単に物産販売館、ご

指摘のようなものではなくて、様々な機能を備え

た、とりわけ防災機能を備えたものというようなこ

とも資料の中には含まれております。そういうのも

含めまして、先ほど来申し上げましているとおり、

ＰＦＩ方式が優位であるというふうな結果が出て

おりますので、民間事業者の提案、創意工夫を生か

したものになるであろうというふうに考えており

ます。 

〇10番（彫谷吉英君） 今コロナばやりですので、

ついでにお聞きしますけれども、コロナが出た場

合、この道の駅に避難所を計画する考えを持ってい

るかちょっとお聞きします。 

〇町長（齊藤啓輔君） 10番、彫谷議員の再度の質

問に答弁させていただきたいと思います。 

 まだ計画されておりませんので、現段階で答える

ことは困難であります。 

〇議長（中井寿夫君） 彫谷議員の発言が終わりま

した。 

 暫時休憩します。 

休憩 午前１０時２３分 
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再開 午前１０時４０分 

〇議長（中井寿夫君） 休憩前に引き続き会議を開

きます。 

 一般質問を続行します。 

 発言順位６番、議席番号18番、岸本議員の発言を

許します。 

〇18番（岸本好且君） まず冒頭に、新型コロナウ

イルス感染症でお亡くなりになった方々にお悔や

みを申し上げますとともに、また同時に現在闘病中

の皆様に一日も早いご回復をお祈り申し上げます。 

 令和２年余市町議会第２回定例会開催に当たり、

さきに通告いたしました質問１件を行います。前坂

教育長におかれましては、答弁のほうよろしくお願

いを申し上げます。 

 件名、学校現場における新型コロナウイルス対策

について。４月７日、政府は新型コロナウイルス特

別措置法に基づく措置として、緊急事態宣言が７都

府県に発出されました。その後、感染が全国的かつ

急速に蔓延し、４月16日には緊急事態宣言は全国に

拡大しました。北海道は、感染者が増える傾向にあ

ることから、特定警戒都道府県に指定されました。

学校施設においても使用制限の要請、指示を受け、

全小中高の一斉休校が５月末まで実施されてきた

ところです。学校が長期にわたり休校になることは

過去に経験がなく、児童生徒はもちろん、学校運営

に携わる教職員はじめ、保護者の方々は混乱を極め

る事態となり、関係者の心労は相当あるのではない

かと思われます。６月１日、町内各小中学校が再開

しました。学校現場における新型コロナウイルス対

策が児童生徒の健康と安全を守る意味で極めて重

要になります。新型コロナウイルス感染症対応地方

創生臨時交付金は、一括の地方財政措置となってい

ることから、各自治体の裁量による部分がありま

す。教育長にはしっかりと予算を確保し、本町の児

童生徒の命と健康を守り、学校現場における安心、

安全と豊かな学びを保障するため全力を尽くして

いただきたいと考えます。以下、小中学校再開後の

教育現場の実態と今後の動向を踏まえ、６点につい

て質問いたします。 

 １、学校運営に大きな影響が出ているのではない

かと危惧されています。本町の学校現場の実態につ

いて。 

 ２、長期休校による児童生徒の心のケアが必要と

なります。十分行われるよう学校体制を整備すべき

ではないか。 

 ３、マスク、消毒用アルコール、ハンドソープ、

非接触型体温計などの感染予防に必要な物品は十

分確保されているか。 

 ４、授業の遅れが非常に心配されています。残り

の期間で授業時間数は確保できるのか。 

 ５、各学校の情報機器の整備、通信環境の整備に

ついて。 

 ６、教職員及び学習支援の増員について。 

 以上、教育長の見解をお伺いいたします。 

〇教育長（前坂伸也君） 18番、岸本議員の学校現

場における新型コロナウイルス対策についてのご

質問に答弁申し上げます。 

 １点目の本町の学校現場の実態についてでござ

いますが、本町の小中学校につきましては６月１日

から学校を再開しております。再開に当たっては、

これまでの感染防止策は継続して行うとともに、国

から示されました学校における新型コロナウイル

ス感染症に関する衛生管理マニュアルにのっとっ

て各種教育活動を行うよう校長会を通じて指導し

ております。 

 ２点目の児童生徒の心のケアに係る学校体制に

つきましては、議員ご指摘のとおり、子供たちが長

時間にわたり学校生活から離れていることや感染

症への不安や恐れを抱いている場合もあると考え、

担任教諭のみならず生徒指導教諭、養護教諭など教

職員全体で子供たち一人一人の様子を注視し、必要

な場合には教育相談の実施やスクールカウンセラ

ー、スクールソーシャルワーカーの派遣を要請する

などの対策を講じることとしております。 
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 ３点目の感染予防に必要な物品の確保について

でございますが、マスクにつきましては教育活動再

開に当たり、保護者の皆様に手作りマスクの作成を

お願いしているところでございます。また、これま

で様々な企業、団体からマスクをはじめハンドソー

プ、手指消毒薬などのご寄附をいただいており、現

在のところ各学校において不足している状況には

ございません。体温計につきましては、非接触型体

温計は学校に配置しておらず、通常の電子体温計で

対応しているところでございます。 

 ４点目の授業時数の確保につきましては、北海道

教育委員会から放課後の補充授業や長期休業期間

の短縮、学校行事に係る精選や準備時間の短縮など

様々な工夫を行って授業時数の確保を図るよう求

められており、教育委員会、各校の教頭、教務主任

等で組織する教育課程担当者会議にて調整し、授業

時間数の確保を図ってまいります。 

 ５点目の各学校の情報機器や通信環境の整備に

つきましては、国のＧＩＧＡスクール構想により本

年度実施いたします校内ＬＡＮ整備や端末整備の

ほか、同構想の前倒し実施により児童生徒１人１台

の端末を整備していく考えでございます。 

 ６点目の教職員及び学習支援の増員につきまし

ては、国の令和２年度二次補正予算に加配教員の追

加配置について盛り込まれているところであり、各

学校と協議しながら必要であれば追加配置の要望

を北海道教育委員会へ行っていく考えでございま

すので、ご理解を賜りますようお願い申し上げま

す。 

〇18番（岸本好且君） まず、１点目の学校運営に

大きな影響が出ているのではないかという質問で

すけれども、どうしても私ども学校の現場がなかな

か把握できていない、保護者や生徒から聞く範囲し

か分からないわけですけれども、今教育長から答弁

ありましたように、これまでの感染症予防、拡大を

防ぐために継続していること、それからマニュアル

ですか、それに沿ってきちんとされているものだと

思います。 

 それで、気になるところだけ確認の意味でちょっ

と質問しますけれども、教室の机の配置だとか、そ

れから給食の取り方、換気だとか様々な取組をされ

ていると思いますけれども、特に余市町の各小中学

校で、要は学校の今現在置かれている教室の状況だ

とかで生徒が離れてそれぞれ学習だとか給食だと

か、そういうもの取れるような状況というのは今き

ちんとなっているのでしょうか。その辺ちょっと１

点確認をいたします。 

〇教育長（前坂伸也君） 18番、岸本議員の再度の

ご質問にご答弁を申し上げます。 

 ただいま学校現場の状況等についてご質問がご

ざいましたが、基本、先ほど答弁を申し上げました

が、衛生管理マニュアル、国に示されたものにのっ

とって感染防止策に対応しているところでござい

ます。そういった中で基本的には３密を避けるとい

うことで、教室の中においてはできる限り、クラス

によって人数が違うので、一定基準とはなりません

が、感染予防マニュアルに示されている間隔は全て

の教室において保たれております。これについて

は、学校始まる前、私も含めて教育委員会の職員で

確認をして、マニュアルに沿った間隔は取られてい

るということで、３密は避けられていると判断して

おります。 

 あと、給食の関係でございますが、６月１日から

給食も再開されております。そういった中で、当然

でございますが、手洗いの確認だとか健康観察に記

載だとか、これは給食に対応する教職員、児童生徒

含めてなのですが、あとは会食に当たりましては飛

沫を飛ばさない、机を向かい合わせにしない、会話

を控える等々のそういった部分で感染防止対策に

努めているというところでございます。 

〇18番（岸本好且君） 学校運営にちょっと関連し

て、今の状況はしっかりマニュアルに沿って衛生管

理きちんとされているというのは分かりました。 

 ４月27日に議員協議会の中で報告があったので
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すけれども、今回のウイルス感染拡大によって相当

大事な学校行事が中止、もしくは延期になっている

というような報告がありました。その時点では中止

になっているのは児童生徒の家庭訪問、それから全

国学力・学習状況調査、併せて全国体力運動能力調

査が、これが中止というふうになっています。そし

て、これ本当に生徒には大事なことなのですけれど

も、この時点で延期になっているのが児童生徒の健

康診断、フッ化物の洗口事業や運動会、体育大会、

そして一番子供たちが非常に楽しみにしている修

学旅行、宿泊研修だとか、これは現在延期というこ

とでなっておりますけれども、これは６月１日再開

後、当時と環境少し変わってきたこともありますけ

れども、現時点で特に延期になっている中で、私は

健康診断とか非常に危惧しているのですけれども、

そういうので今後行事実施が可能なものが出てき

たのかどうか、その点ちょっとお聞きします。 

〇教育長（前坂伸也君） 18番、岸本議員の再度の

ご質問にご答弁を申し上げます。 

 ただいまご質問を受けました授業以外の対応等

々についてのご質問でございますが、今完全中止に

しておりますのは水泳授業でございます。これは、

町の温水プール使っているわけでございますが、指

定管理者であります水泳協会ともいろいろ協議を

した中で、やはり３密を避けることは不可能である

ということで判断をして、学校現場とも協議をし

て、まず水泳授業は中止にしております。その他い

ろいろ今修学旅行等々のお話もございましたが、今

現在、先ほど答弁でも申し上げましたが、授業時間

の確保ということで協議をしているところでござ

います。そういった中で授業の持ち方ということも

当然含めて協議をして、まだ結論が出ていない状況

でございますが、近々に結論を出したいと考えてお

ります。今のところは、先般もお話をさせていただ

きましたが、一応延期ということで、今後、授業時

数との兼ね合いもございますが、近々にそれらの取

扱いを決定してまいりたいと考えております。 

〇18番（岸本好且君） まだちょっと先の話ですけ

れども、当然その時点では秋には開催される学芸会

だとか学校祭とか、その時点では出ていませんでし

たけれども、それも今後実施するのかどうかも含め

て検討されるということで理解してよろしいので

すか。 

〇教育長（前坂伸也君） 18番、岸本議員の再度の

ご質問にご答弁を申し上げます。 

 ただいまご質問がございましたが、各種行事は授

業日数との非常に兼ね合い、リンクするところでご

ざいますので、学校現場、私もなるべく子供たちの

ために行事は行いたいと考えておりますが、くどい

ようなのですが、授業時数、学びの保障という部分

もございますので、そこは今現在慎重に協議をして

おります。近々にその結果が出ると思いますので、

出た段階で所管委員会等々に報告はさせていただ

きたいと考えております。 

〇18番（岸本好且君） 今特に行事等の関係で、大

変苦労されていると思うのです、実施に当たって

は。例えば吹奏楽部だとか運動部含めて文化部がし

っかり練習に、密にならないように生徒たち、感染

に注意して多分練習とかされたと思うのですけれ

ども、中体連の大会とか発表会が次から次と中止に

なっている状況って今も多分変わらないと思って

います。そんな意味で、やはり児童生徒、今すごく

いろいろなそういうクラブ活動に集中、ふだんはで

きているのですけれども、この状態でできなくなっ

ているということは、そういう大会の場もない、発

表する場もないということが非常に子供たちが本

当につらい思いをされているのではないかと思っ

ています。それで、これは今後のことなのですけれ

ども、子供たちのためにも、これちょっと規模はど

のぐらいになるか分かりませんけれども、これコロ

ナ落ち着いた状況が前提なのですけれども、独自

の、町内の中の学校でやるのか、後志地区なのかち

ょっと別として、そういう交流会的なものを実施し

てあげたほうが子供たちもいいのかなと思います
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けれども、そのようなことは現時点で考えておられ

るか、もしくは校長会、それから後志教育局とか、

現在そういう関係のものは出ていないかどうか、そ

の辺を出ているかどうか含めて質問いたします。 

〇教育長（前坂伸也君） 18番、岸本議員の再度の

ご質問にご答弁を申し上げます。 

 部活動の関係でございますが、学校再開と同時に

活動はしております。ただ、やはり感染防止という

観点で非常に制約を受けた中での活動でございま

す。また、中体連等の中止も決まっておりまして、

そういった発表の場ではないのですが、その場を制

約されるということで、まさに議員さんおっしゃる

とおり、本当に子供たちがかわいそうな思いをされ

て、つらい思いをされているというふうに私も思っ

ております。そういった中で、スポーツ大会等にな

りますと、やはり各主催者がいろいろなお考えを持

ってしますので、今後そういった場を各スポーツの

競技団体で、中体連等も中止になりましたので、そ

れに代わるものはないかということでいろいろ考

えをというか、いろいろ検討しているということも

聞き及んでおりますので、私どももそういうこと注

視しまして、学校現場ともお話をさせていただいた

中で、そういった場があれば私どもが協力できるこ

とがあれば、当然のことですが、子供たちのために

対応してまいりたいと考えておりますので、ご理解

を賜りたいと存じます。 

〇18番（岸本好且君） 実施に当たっては本当に細

心の注意が必要だと思いますので、小規模でも結構

ですので、これ後志全体になるとなかなか、他町村

の教育委員会とも関係ありますので、ちょっと余市

の子供たちのために何か工夫したものをできる事

業あればいいかなと思っていますので、教育長、お

願いします。 

 この学校運営の関係で最後の質問なのですけれ

ども、今国の交付金の中で学校での感染症対策や学

習教材の整備を進めるために各学校、いろいろ地域

の感染、その状況もありますけれども、１校当たり

100万円から300万円を緊急的に支給というか、そう

いうことを国が検討されていますけれども、本町は

そのような活用というのは今現在考えておられる

かどうかお願いします。 

〇教育長（前坂伸也君） 岸本議員の再度のご質問

にご答弁を申し上げます。 

 ご案内のとおり、国の二次補正予算、これは決定

されております。そういった中で、学校関係に関す

るメニュー等々多くございます。補正予算等々も絡

みますので、今明確にお答えすることはできません

が、感染予防対策等々、私どもも学校、子供たちの

ために活用できるものがあれば活用してまいりた

いとは考えておりますが、これは町全体に関わるこ

とでございますので、この時点で明言は避けさせて

いただきたいと思います。 

〇18番（岸本好且君） 次に、２点目に入らせてい

ただきます。 

 長期間休校になったということで、児童生徒の心

のケアというのが非常に重要だということで、今の

教育委員会もカウンセラーも含めてその対応を行

っていくということですけれども、特にちょっと私

も心配しているのは新１年生が全然学校生活にな

じまない間に休校になったということで、まさに今

６月が新学期というか、その時期だと思います。し

かし、環境も変わっていますので、特に新１年生の

学校生活というのは大変子供たち、低学年だけにな

かなか言えない状況があるのかなと思うのですけ

れども、特に低学年のそういう学校生活の変化とい

うものは見られたような事案というのは今のとこ

ろ起きていませんか。その辺ちょっとお聞きしま

す。 

〇教育長（前坂伸也君） 18番、岸本議員の再度の

ご質問にご答弁をさせていただきます。 

 心のケアのご質問でございます。今議員、お話が

ありましたとおり、まさに低学年の児童生徒のやは

り対応といいますか、それは慎重にしなければなら

ないと思っております。私も６月１日から５日にか



 

－92－ 

  

けて後志の教育局の職員の方と学校を回っており

ます。そういった中で、短い時間ではありますが、

授業風景等も確認をさせていただきました。総じて

落ち着いて集中して授業を受けられていましたが、

校長先生、教頭先生とお話をさせていただきました

が、今まさにご質問にありました１年生、やはり落

ち着きがないと。これは、入学して間もなく休業に

なりましたので、ある意味やむを得ない部分もある

かもしれませんが、学校現場としては１年生を何と

か落ち着かせて授業に取り組むということをやは

り課題として持っているようでございます。この間

２週間たっておりますが、今そういった大きな問題

として学校現場からお話はお聞きしておりません

が、引き続きそういったことも含めて、心のケアと

いう部分がやはり学びを進める上での大前提だと

いうふうに考えておりますので、今後学校現場とも

連携を取りながらこの部分についても注視してま

いりたいと考えております。 

〇18番（岸本好且君） 今新１年生の話もしました

けれども、中学３年生もそうなのです。受験を控え

ているということもあるので、もう中学生ですの

で、小学１年生よりは心配ないと思いますけれど

も、受験を抱えていることで、その辺も併せて学校

で何かあったとき相談できるような体制、きちんと

取っていただきたいと思います。 

 それで、６月１日から学校が再開して、今教育長

言いました２週間余りたって、何らかの形で欠席す

る生徒が増えているとか、その辺は変わりありませ

んか。学校で落ち着きがないだとか、そういうのは

多少見られるとしても、学校を休み出したとか、そ

ういうことはないですか。その辺ちょっと確認して

おきます。 

〇教育長（前坂伸也君） 18番、岸本議員の再度の

ご質問にご答弁をさせていただきます。 

 ただいまご質問がございました６月１日後の学

校再開からコロナウイルス感染症の不安から欠席

している児童数ということで、私どもも各学校調査

をしております。その結果でございますが、昨日現

在でそういった不安から欠席している児童生徒に

つきましては１つの小学校で１件ございます。その

他の学校については、そういった児童生徒はいない

ということで承知をしております。今後におきまし

てもそういった部分は十分課題として持って、学校

と連携して対応してまいりたいと考えております。 

〇18番（岸本好且君） 健康管理、ここでは心のケ

アと質問しましたけれども、いろいろな体調の異変

とか、これから季節的にも暑くなって、ただでさえ

体力とかの関係がありますので、しっかり見てやっ

ていただきたいと思います。 

 この項で最後なのですけれども、スクールカウン

セラーの配置で、児童生徒の健康状態の把握や相談

等充実するということがこれまで以上に大事にな

ると思うのですけれども、今教育長の答弁では派遣

も考えているということなのですけれども、これは

余市町、町村レベルの学校でスクールカウンセラー

を正規に配置するというのは難しいのでしょうか。

その辺ちょっとお願いします。 

〇教育長（前坂伸也君） 18番、岸本議員の再度の

ご質問にご答弁を申し上げます。 

 スクールカウンセラーにつきましては、今現在会

計年度職員でございますが、町内に１人配置をされ

ております。そういった方々の当然協力も得なが

ら、子供たちの心のケアについては万全を期してま

いりたいと考えております。 

〇18番（岸本好且君） 了解いたしました。 

 次、３問目のマスク、消毒液のアルコール、ハン

ドソープ、要は感染予防に必要な物品なのですけれ

ども、今答弁ではいろいろ保護者の手作り、それか

ら各団体からの寄附等があって、今のところ確保は

されているということで、やはりこれから第２波、

第３波、北海道は第３波になるのかな。いつそのよ

うな状況になるかも分かりませんので、十分必要な

物品については学校に感染の予防品の備蓄に差が

出ないようにしっかり配慮していただきたいと思
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います。 

 それで、非接触型体温計が、学校では今使われて

いないということなのですけれども、これもちょっ

と予算的なものがあって、メーカーによって違うの

ですけれども、いいものでしたら１台当たり

8,480円、3,000円台からもあるのですけれども、こ

れはつけなくてもいいということで、例えば学校、

官公庁、要するにそういうところ、それから北海道

教育委員会のほうからできるだけ接触ないような

体温計を、予算措置も含めて、そんな方法は今現在

ないのですか。ちょっと学校側も大変だと思うので

すけれども、その辺お聞きします。 

〇教育長（前坂伸也君） 18番、岸本議員の再度の

ご質問にご答弁を申し上げます。 

 体温計に関するご質問でございましたが、基本マ

ニュアルには登校前にご家庭で検温をしていただ

くということになっております。そういった中で登

校後、教員が検温されていないお子さんには別室で

検温するという体制で今対応しております。実態を

申し上げますと、ほとんどの子供さんが家庭で検温

して登校していただけるということで、各保護者に

おいても相当感染防止という部分では意識を高い

もの持っていただいて、協力していただいていると

思います。ただ、今後第２波、第３波ということも

言われておりますので、そういった備品等について

はいろいろな部分で私どもも必要に応じて整備し

なければならないということで考えておりますの

で、ご理解を賜りたいと存じます。 

〇18番（岸本好且君） 金額的には、学校数も少な

いですし、生徒数もあれですので、そんな大きい金

額でないと思いますので、学校現場の先生方の負担

もありますので、ぜひ設置の方向で今後努力してい

ただきたいと思います。 

 ４番目の質問に入ります。授業の遅れというのが

相当数いろいろ出ています。質問では残りの期間で

授業時間数は確保できますかという質問なのです

けれども、いろいろそれぞれ教頭先生の連絡会です

か、そういう担当会議で今検討されている、どうし

たらいいかということも含めてあれなのですけれ

ども、これ授業時間数を確保するために、夏休みは

もう間もなくなのですけれども、冬休み期間の削減

などは、そういうのはこれ余市町独自というよりも

文科省とか道教委のほうで方向性というのは示さ

れているのですか。こま数を確保するための休み期

間の調整といいますか、そういうのは出ているので

すか。その辺お聞きします。 

〇教育長（前坂伸也君） 18番、岸本議員の再度の

ご質問にご答弁を申し上げます。 

 国では、ご案内のとおり、標準時間数ということ

で定められておりまして、この標準時間数、あと６

月１日から始まったという部分でそういった時間

の確保をいかにするかということで、今長期休業の

短縮も含めて検討をしているところでございます。

そういった意味において、学びの保障ということ、

非常に大事ですので、そういった標準時間数、あと

カリキュラムの問題等々、そこを総合的に判断し

て、今精力的に協議をしているところでございまし

て、近々にそういった部分、行事をどうするかも含

めて学びの確保について方向性を示すということ

でございます。 

〇18番（岸本好且君） 授業のこま数のやりくりと

か、やっぱり学校現場で大変苦労されていると思う

のです。初めての経験ですので、一概に言えないの

ですけれども、授業の遅れを挽回するために少し急

ぎ過ぎるという見方も一方であります。そのことが

児童生徒や教職員、またこれ仮に夏休み、冬休みが

日数が削減となれば、保護者にも相当、ただでさえ

長期間休校でしたので、今度夏休み、冬休みが減る

ということになると負担とか影響が出るのではな

いかと思われますので、その点についても十分配慮

しながら一番いい方法で時間数の確保ということ

を決めていただければと思います。標準時間数とい

うのはありますけれども、絶対必ずやらなければな

らないものと、もしくは緊急事態ですので、ここの
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部分の授業については多少範囲を緩和、通常どおり

やるということでなくて、ちょっと地域性もありま

すけれども、そういうことで十分時間数については

工夫されて、大変だと思いますけれども、やってい

ただければと思います。 

 ５番目の質問に入ります。各学校の情報機器の整

備と通信環境の整備ということです。さきの臨時議

会の補正でも小学校費、中学校費、それぞれ、小学

校費では846万円、中学校費では387万円ということ

で備品購入という形で情報端末機器等購入で、これ

は小学校５、６年生全員と中学１年生に全員という

ことだと思いますけれども、今後段階的に全生徒に

端末の配備というのが計画されていると思います

けれども、教職員の分も含めて完全に整備されると

いうのはこれからどのぐらい見ていらっしゃるか、

それお聞きします。 

〇教育長（前坂伸也君） 18番、岸本議員の再度の

ご質問にご答弁を申し上げます。 

 オンライン授業に関するご質問でございますが、

さきの臨時交付金、さらに補正予算等でも計上され

たところでございますが、当初は令和５年まで段階

的に整備するということでございましたが、それが

このコロナウイルスの関係で前倒しで実施するよ

うに国のほうからも補助制度が拡充されておりま

す。そういった中で、私どもも学びの保障という観

点で、答弁でも申し上げましたが、１人１台という

ことで今整備を進めているところでございます。近

々に、この第二次補正、また臨時交付金等々も示さ

れておりますので、その中で予算措置をさせていた

だいた中で、１人１台の端末の確保ということで対

応してまいります。 

〇18番（岸本好且君） 積極的に整備に向けて努力

していただきたい。実は今回コロナの感染拡大の終

息というのは、これはめどというのはまだまだいつ

なのか予測つきません。夏が過ぎて、秋になって、

少しずつ寒くなっていきますと、専門家によると再

び拡大するのではないかということの見方もあり

ますので、そうなると、今令和５年の話もありまし

たけれども、再度長期にわたる休校が考えられま

す。そのためにオンライン授業というのが非常に大

事だし、準備は喫緊で急いでやらなければならない

と思います。そういう意味でしっかり機器類の整備

はもちろんですが、ここからちょっと前坂教育長と

は直接関係、範囲でないので、答弁できる範囲で結

構なのですけれども、私も一般質問で町内の通信環

境の整備、努力してほしいということで質問してお

りますが、これ新ひだか町、今日の道新の新聞では

赤井川村、今回の国の臨時交付金を活用して光回線

の通信網を整備する。新ひだか町ではもう着手する

ということで新聞報道がありました。赤井川は検討

するということで、通信環境の整備というのは教育

上非常に特に今後において大変重要な位置を占め

ると思いますが、教育委員会の立場で町部局とも連

携してこの整備に努めていただきたいと思います

が、何かこの関係で見解があればお聞きしたいと。

答えられる範囲で結構です。 

〇教育長（前坂伸也君） 18番、岸本議員の再度の

ご質問にご答弁申し上げます。 

 通信環境の整備ということでございますが、本町

においては基本学校で今インターネットの接続環

境ということで対応させていただきますが、当然町

内でまだ光回線が整備されていないところがござ

いますが、そういった部分では国のほうもいろいろ

お考えがあるようには聞いております。結果として

そういうものが整備されれば、当然このオンライン

授業にも非常にプラスになるということで認識は

しております。 

〇18番（岸本好且君） ぜひとも町部局とも連携し

ながら余市町の通信環境、一歩前に進めるようお願

いしたいと思います。これ子供たちの学習にも関わ

っていますので、要望したいと思います。 

 最後の質問になります。教職員及び学習支援の増

員についてです。これも様々国の交付金の中でもこ

この関係についてはそれぞれ示されておりますけ
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れども、今回のコロナウイルス感染の拡大による影

響というのは一般社会もそうなのですけれども、学

校社会においては、大変な打撃があったということ

で、今後も学校現場というのは、今それぞれ教育長

が答弁されたように、今までにない違う対応に追わ

れる日々が今後とも続くと思います。児童生徒の学

習はもちろんですが、本町の子供たちが学校現場で

健やかに成長していく、そういう保障するためにも

ぜひとも教員の増、それから学習支援の増員は本当

に必要と思います。そういう意味で子供たちの健康

を守るというまた新しい分野の仕事が学校現場の

先生方に起きていますので、学習、もちろん学校生

活を生徒第一で送ってもらうために現実的な教員

の配置をお願いしたいと思いますが、もし見解があ

ればお聞きしたいです。 

〇教育長（前坂伸也君） 18番、岸本議員の再度の

ご質問にご答弁を申し上げます。 

 議員のご質問にもありましたとおり、学校現場は

かつて経験のしたことのない厳しい状況にござい

ます。そういった中で、教職員の皆さんは新型コロ

ナウイルスの感染から子供たちを守ると。かつ限ら

れた期間内で学びを保障するということで、本当に

使命感と緊張感を持って一生懸命頑張っておられ

ます。今教職員への負担という部分でのご質問だと

思いますが、今国の助成制度の中で学習指導員やス

クールスタッフの追加配置という部分もうたわれ

ておりますので、そういったことも十分に念頭に、

子供たちの学びの保障とともに教職員の皆さんの

負担軽減のためいろいろ対応について検討してま

いりたいと考えております。 

〇議長（中井寿夫君） 岸本議員の発言が終わりま

した。 

 各会派代表者会議、さらに諸会議の開催、昼食を

含め、午後１時30分まで休憩します。 

休憩 午前１１時２６分 

                              

再開 午後 １時３０分 

〇議長（中井寿夫君） 休憩前に引き続き会議を開

きます。 

 一般質問を続行します。 

 発言順位７番、議席番号８番、白川議員の発言を

許します。 

〇８番（白川栄美子君） 令和２年第２回定例会に

当たり、さきに通告しております１件について質問

を申し上げます。 

 障がい者福祉施設への支援について伺います。新

型コロナウイルス感染拡大により、多くの障害者福

祉事業所や利用者に深刻な影響を及ぼしている実

態があることが障害者団体の調査で明らかになり

ました。就労支援の事業所では生産活動に携わる障

害者の工賃補償もままならないと言われている中

で、先日障害者団体から政府に対して事業所への工

賃の補償を求める要請をしたとの報道がなされて

おりました。緊急事態宣言が解除され、事態は着実

に終息に向かっておりますが、本町ではいまだ自粛

されている観光業界や企業等もあり、就労支援の事

業所にとっては町内の企業等から請け負っている

仕事がストップしていることで利用者の給料が半

減し、事業所においても運営費の中から負担せざる

を得ない状況にまで来ていると伺っております。以

下、質問を申し上げます。 

 本町では障害者福祉就労支援系の事業所は何件

あるか伺います。 

 今回のコロナウイルスによる影響を受けている

事業所の現状はどのようになっているのか伺いま

す。 

 今後、本町の財政支援についての考えも伺いま

す。 

 次に、障害児通所支援について伺いますが、障害

児通所支援は児童発達支援、放課後デイサービス、

保育所等訪問支援、障害児相談支援と様々な支援箇

所がありますが、いずれも町内に限らず、他町村か

らも療育支援を求めてきていると伺っております。

このたびのコロナウイルス感染防止に当たり、携わ
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っている方々には万全な対応の中で取り組まれて

いることと思いますが、本町では事業所側に対して

感染防止のためにどのような手を打っておられる

か伺います。 

 また、日常使うマスク、手洗いの消毒液が不足し

ている声も聞き及んでおりますが、町としての対応

はどのようにされているか伺います。 

 今後の財政支援についても考えるべきと思うが、

見解を伺います。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

〇町長（齊藤啓輔君） ８番、白川議員の障がい者

就労施設への支援についてご質問に答弁申し上げ

ます。 

 １点目の本町における障害者就労支援事業所数

につきましては、食品加工１か所、請負作業２か所、

農業支援１か所及び独自作業１か所の５か所とな

っております。 

 ２点目の新型コロナウイルス感染症拡大による

各事業所への影響につきましては、食品加工事業

所、請負作業所ともに減少となっており、事業収入

は昨年度と比較して最大で４割程度の減収と伺っ

ております。 

 ４点目の障害児通所支援につきましては、新型コ

ロナウイルス感染症拡大防止に関する国の通知等

に基づき、各施設において手洗いや消毒、定期的な

換気の実施等が徹底して行われているところであ

り、本町といたしましてもこれら啓発に努めている

ところでございます。 

 ５点目の不足している衛生消耗品等につきまし

ては、これまで町へ寄附いただきましたマスク等を

障害児通所施設を含め各福祉施設等へ配付してい

るところでございますが、今後も関係施設との連携

を密にしながら対応してまいります。 

 ３点目と６点目の今後の財政支援につきまして

は、現在障害関係事業所を含む町全般の事業所の全

体の状況を調査しながら必要に応じて支援を検討

するところでございます。 

〇８番（白川栄美子君） 今町長のほうから答弁を

いただきました。今回私たちもこの就労支援事業所

を公明党として何件か回らせていただきました。そ

の中で本当に訴えていたことがコロナだから子供

たちというか、利用者に自粛してくださいというこ

とはまずは言えないと。そういうふうに言うことに

よって、その利用者たちは通常の生活があって平常

心を保っているというか、精神状態を保っているこ

とで、もしこれが来ないでくださいとか、そういう

ふうになったときにやっぱり精神的なバランスも

崩れてくると。だから、これは本当に家にいてくだ

さいということも言えないのですよという話も伺

っていました。またそして、施設側のほうからはや

っぱり来る以上は利用者に少しでも賃金を払わな

ければいけないと。そういうふうになると、国のほ

うでは介護給付金の中から利用者にお金を払って

もらってもいいのだよというお話もあったという

こと伺っていまして、でも実際に国からもらってい

る給付金というのは運営費のためにやっぱりほと

んどいただいているから、そこから利用者に対して

のお給料というのも払うということになると運営

費が大変になると。そうなると、本当に実態として

困るのだということも言われていました。そんな中

で、国の財政支援も求めてみたけれども、ちょっと

該当にはならなかったというお話も聞いてみたり、

あとは今回そういう話を聞いた中でたまたまテレ

ビを見たら、障害者団体の方がそれこそ給与の補償

をしてほしいとテレビで訴えていたということを

見たわけなのですけれども、そういうふうに本当に

国に訴えるまでの状況にこういった事業所という

のはなっているのだなということ改めて感じさせ

ていただきました。そういう部分で、今町長の答弁

の中に、全般的な状況考えて、必要となったときに

は支援を検討するということを今町長の答弁の中

で言われていたのかなと判断したのですけれども、

今後の中で本当に、今第二次補正の中で国のほうで

は私たち公明党としても政府のほうにいろいろな
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ことを要請しております。その中に障害者の福祉の

就労系サービスにおける工賃確保の支援というこ

ともこの中にちょっと今回のっているのですけれ

ども、それが果たして政府のほうではどういうふう

に取り上げてくれているか分かりません。その中

で、もしこれが本当に可能になった場合は町として

も本当に率先してそういう事業者に要請してくだ

さいということを訴えてほしいなというのとそう

いう要請の仕方の支援というのもしっかりやって

ほしいなと思うのですけれども、そこのところは町

長としてどういうふうに考えていきますか。 

〇町長（齊藤啓輔君） ８番、白川議員の質問に答

弁させていただきたいと思います。 

 賃金が減っていて大変だという話、障害者福祉施

設に限らず、経済主体全般的において同様の状況が

発生しているわけであります。政府のメニューを見

てみますと、やはり手厚く経済支援策が数々出てお

りまして、経済産業省のほうでも５割以上減った事

業者に対しては持続化給付金などを出していると

いう中で、今回４割減が最大ということでなかなか

適用されなかったのではないかというふうに推測

されます。二次補正、今参議院で議論をされていま

すけれども、国からメニューが出てきた際には当然

のことながら町としてもきちんと執行していくと

いうような考えではおります。 

〇８番（白川栄美子君） 次、障害児の通所支援に

ついてなのですけれども、ここの通所支援というと

ころは全然該当になることが何もないというか、何

かそんな感じなのです。それで、もしここもいろい

ろなことを聞いてみたときに、先ほどの答弁の中に

今後の中でマスクが必要であればマスク、それから

手洗いが必要であればそういった消毒のことも支

援しますというお話もされていました。そういう部

分では、本当にここにも携わっている先生という

か、それこそ関係者のスタッフというのはいかにし

て子供たちにも感染させないかということもしっ

かり自分たちの芯に、そう思いながらきっともって

こういう事業所の方々はそういう部分に携わって

いるのかなと思っているのです。そんな中で、ここ

に対しての国からの支援というのはどのように認

められるか分かりませんけれども、ここも併せても

し国からの何らかの支援がもらえるのであれば、そ

こも手厚く町として支援していただきたいなとい

うのはありますけれども、そこも必ずお願いすると

いうことで考えてよろしいでしょうか。 

〇町長（齊藤啓輔君） ８番、白川議員の再度の質

問に答弁させていただきたいと思います。 

 現在国の二次補正予算案が審議されているとこ

ろでありますけれども、障害者就労継続支援事業の

Ａ型とＢ型の事業所へも、予算の成立までは予断は

できませんけれども、１事業所当たり最大50万円が

支給されるという話もございます。また、消耗品に

関しましては町のほうでも様々な、皆様方からマス

クですとか寄附をいただいておりますので、先ほど

の答弁ございましたが、そういう消耗品に関しては

随時配付させていただいているということであり

ます。 

〇８番（白川栄美子君） 児童発達の関係の支援の

関係も含めてということだったのですけれども、そ

れも同じく考えてよろしいということですよね。 

〇町長（齊藤啓輔君） ８番、白川議員の再度の質

問に答弁させていただきたいと思います。 

 福祉施設関連は全般的に考えているということ

で理解していただいて構いません。 

〇８番（白川栄美子君） 分かりました。 

 そして、もう一つ、障害者の就労支援系のほうの

事業所の方の話の中にもちょっとあったのですが、

そこにはグループホームも何か所かやられている

ところがあると。グループホームやられていて、も

しそこがコロナに感染した場合どういうふうに手

だてを打っていいか分からないのだよねという心

配もされているということもちょっと言っており

ましたので、そこの部分はもしそういう状況になっ

たときにはしっかり行政として支えていっていた
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だきたいなと思うのですけれども、それもちょっと

町長のほうに答弁いただきたいと思います。 

〇町長（齊藤啓輔君） ８番、白川議員の再度の質

問に答弁させていただきたいと思います。 

 グループホームでコロナが発生した際の対応に

関してだと思いますけれども、もちろん所管が都道

府県になってきますので、きちんと都道府県とも連

携しながらそこは対応するということでございま

す。 

〇８番（白川栄美子君） 分かりました。 

 最後ですけれども、先ほどの町長の答弁の中にも

何らかの形で支援が必要なときはちゃんと支援を

検討するとお話しいただいておりますけれども、も

し国の支援も何も該当するものがなかったといっ

た場合に本当に余市町独自でしっかりやっぱり何

らかの形で少しでもたくさんの事業所に支援して

いただきたいなというのが一番の望みであります

ので、今こういうときにいろいろな部分で多分お金

がかかっていると思うのです。それで、その支援の

一つにも本当に町として心尽くしていただきたい

なと思いますので、最後町長の答弁いただいて、終

わりたいと思います。 

〇町長（齊藤啓輔君） ８番、白川議員の質問に答

弁させていただきたいと思います。 

 福祉政策全般に関しましては、担当課としまして

もきちんとコミュニケーションを取って情報を集

めているということでございます。その中でもちろ

ん、国からの支援がつかないということはなかなか

想定されないことではありますけれども、きちんと

必要なところには必要な支援できるようなコミュ

ニケーション、情報収集は常にしているということ

でございます。 

〇議長（中井寿夫君） 白川議員の発言が終わりま

した。 

                              

〇議長（中井寿夫君） お諮りいたします。 

 本日の会議は議事の都合により延会いたしたい

と思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、本日はこれにて延会することに決しまし

た。 

 なお、明18日は会議規則第８条の規定に基づき、

午前10時から議会を再開いたします。 

 本日はこれにて延会いたします。 

延 会 午後 １時４６分 
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